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活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
産
業
経
済
】

　

新
た
な
産
業
の
育
成
は
、イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
の「
も
の
づ

く
り
」の
研
究
・
開
発
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、中
小
企
業
事
業
者
と
起
業
家
の

育
成
の
た
め
、産
学
官
連
携
や
公
的
助

成
金
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
商
業
拠
点
や
商
店
街
の
形

成
は
、商
店
街
の
活
性
化
事
業
や
街
路

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
な
ど
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、商
店
街
と
介
護
事
業
所
の

協
働
に
よ
る
買
物
困
難
者
に
向
け
た
支

援
策
に
つ
い
て
も
、狭
山
商
工
会
議
所

と
連
携
し
て
研
究
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
は
、

予
算
の
増
額
に
加
え
、空
き
店
舗
改
修

工
事
も
補
助
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

工
業
の
活
性
化
は
、企
業
立
地
奨
励

金
の
交
付
を
は
じ
め
、新
た
に
工
場
立

地
法
の
地
域
準
則
条
例
の
制
定
を
進

め
、新
規
企
業
立
地
の
促
進
と
既
存
事

業
所
の
拡
張
に
よ
る
設
備
投
資
の
促
進

や
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
を
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
活
用
し
、市
内
企
業
を

支
援
し
ま
す
。

　

農
業
の
活
性
化
は
、首
都
近
郊
農
業

の
有
利
性
を
生
か
し
た
振
興
策
に
努
め

ま
す
。特
に
、狭
山
茶
に
つ
い
て
は
、関

係
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、信
頼

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、地
域
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、引
き
続
き
第
２
土
曜
日
と
開
校
記

念
日
に
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
の
充
実
は
、南
小
学

校
、狭
山
台
小
学
校
、入
間
野
小
学
校
の

体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
進
め
ま

す
。ま
た
、笹
井
小
学
校
、新
狭
山
小
学

校
の
冷
暖
房
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

校
舎
の
修
繕
や
プ
ー
ル
施
設
の
改
修
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。さ
ら
に
、学
校
と

保
護
者
を
結
び
、地
震
や
台
風
な
ど
の

際
の
緊
急
連
絡
に
活
用
で
き
る「
さ
や

ま
っ
子
緊
急
メ
ー
ル
配
信
事
業
」に
新

た
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

堀
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
更
新

は
、事
業
を
実
施
す
る
民
間
事
業
者
の

選
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
の
規
模
と
配
置
の
適
正
化
は
、

基
本
方
針
に
沿
っ
て
、入
間
川
地
区
で

は
東
中
学
校
を
、入
曽
地
区
で
は
入
間

中
学
校
を
統
廃
合
の
対
象
校
と
し
て
、

統
廃
合
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、幼
稚

園
は
、27
年
４
月
の
統
廃
合
に
向
け
て
、

教
育
面
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、環

境
面
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
で
の
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く

り
は
、地
域
住
民
と
の
出
会
い
の
場
や

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
場
を
提
供
す
る
地

域
子
ど
も
教
室
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
権
尊
重
意
識
の
高
揚
は
、人
権
問

題
講
演
会
や
啓
発
活
動
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、人
権
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

と
消
費
回
復
に
向
け
、振
興
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、さ
や
ま
農
産
物
生

産
力
強
化
支
援
事
業
に
よ
り
、安
全
・
安

心
な
農
産
物
の
供
給
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、狭
山
げ
ん
き
村
は
、核
と
な
る
農

産
物
直
売
所
の
26
年
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
、Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
を
支
援
し
ま
す
。

　

労
働
政
策
は
、産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

内
の
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
た
就
職
面
接
会
や
、県
、狭
山
商
工
会

議
所
な
ど
と
共
催
で
、就
職
に
必
要
な

資
格
取
得
講
座
や
就
労
関
連
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
開
催
し
、雇
用
機
会
の
拡
充
に

取
り
組
み
ま
す
。

人
を
育

は
ぐ
く

み
文
化
を
創
造
す
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
教
育
文
化
】

　

生
涯
学
習
や
社
会
教
育
の
推
進
は
、

現
代
的
課
題
や
地
域
課
題
を
踏
ま
え
た

社
会
教
育
事
業
の
充
実
を
図
り
、学
習

成
果
を
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に

生
か
せ
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

公
民
館
は
、地
域
に
お
け
る
社
会
教

育
・
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
、市

民
に
対
す
る
学
習
の
機
会
と
場
の
提
供

を
進
め
る
と
と
も
に
、富
士
見
公
民
館

の
空
調
設
備
改
修
工
事
を
実
施
し
、学

習
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

図
書
館
は
、図
書
や
視
聴
覚
資
料
の

収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、資
料
相
談

の
充
実
を
図
り
、こ
れ
ら
を
通
じ
て
市

民
の
読
書
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

博
物
館
は
、地
域
の
歴
史
文
化
を
踏

ま
え
た
も
の
や
子
ど
も
達
が
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る
企
画
展
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、体
験
学
習
や
講
座
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
は
、ス
ポ
ー

ツ
教
室
な
ど
の
充
実
や
社
会
体
育
団
体

活
動
の
支
援
に
よ
り
、市
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
な
ど
の
分
析
結
果
に
基
づ
き
、指

導
方
法
の
工
夫
・
改
善
や
小
・
中
連
携
教

育
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、夏
休
み

を
活
用
し
て
、基
礎
学
力
定
着
に
向
け

た
補
充
学
習
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、い

じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
未
然
防
止
の
た

め
、各
中
学
校
へ
の
相
談
員
の
配
置
や

対
応
指
導
員
の
配
置
に
よ
る
相
談
体
制

を
整
え
る
と
と
も
に
、道
徳
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、学
習
指
導
要

領
の
改
訂
に
よ
る
授
業
時
間
数
の
増
加

＜環境共生＞

●住宅用太陽光発電システム設置補助事業…1,000万円

●緑地指定公有地化事業……………3,286万4千円

＜健康福祉＞

●地域福祉活動参加促進事業…………92万6千円

●障害者相談支援事業………………4,601万1千円

●保育所緊急メール配信事業………………63万円

●祇園保育所建替事業…………3億3,720万1千円

●公立保育所改修整備事業……………9,332万円

●民間保育所施設整備補助事業……1億3,500万円

＜都市基盤＞

●入曽駅東口地区市街地開発事業…4,763万7千円

●狭山市駅上諏訪線整備事業………2億8,757万円

●一般市道整備事業……………………4,690万円

●一般市道舗装整備事業………………4,000万円

●橋りよう維持保全事業………………2,150万円

＜産業経済＞

●商業支援事業………………………1,267万8千円

●農業振興事業………………………2,119万6千円

●狭山茶消費拡大振興事業……………423万8千円

＜教育文化＞

●公民館空調改修事業………………5,062万4千円

●教育活動事業………………………5,973万1千円

●教育指導支援事業…………………4,835万4千円

●教育相談事業………………………2,627万2千円

●小・中学校校舎等耐震補強事業…2億2,745万5千円

●幼稚園改修事業………………………950万2千円

●小・中学校校舎空調設備改修事業…4億3,669万7千円

●堀兼学校給食センター更新事業…1,029万9千円

●さやまっ子緊急メール配信事業……203万3千円

＜市民生活＞

●地区まちづくり推進事業……………859万3千円

●市営住宅鵜ノ木団地建替事業………2,376万円

●既存市営住宅改修等事業……………6,029万円

●住宅等耐震改修促進助成事業…………650万円

●防災設備整備事業……………………2,770万円

●非常備消防機械施設等整備事業……4,313万円

＜計画の推進＞

●市民参画（協働）推進事業……………558万5千円

●狭山元気大学事業…………………1,460万4千円

●総合窓口対応システム構築事業…………2億円

安
全
で
生
活
し
や
す
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て【
市
民
生
活
】

　

防
災
対
策
は
、地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、順
次
、指
定

避
難
所
に
防
災
対
応
型
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
は
、鵜
ノ
木
団
地
第
１
期

工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、既
存
市

営
住
宅
の
居
住
環
境
の
維
持
と
向
上
に

努
め
ま
す
。ま
た
、旧
耐
震
基
準
で
建
設

さ
れ
た
民
間
住
宅
な
ど
は
、狭
山
市
建

築
物
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
き
耐

震
化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

消
防
は
、新
年
度
か
ら
狭
山
市
・
所
沢

市
・
飯
能
市
・
入
間
市
・
日
高
市
の
５
市

に
よ
る
埼
玉
西
部
消
防
組
合
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。こ
の
広
域
化
に
よ
り
現
場

で
活
動
す
る
隊
員
を
増
強
す
る
と
と
も

に
、災
害
出
動
体
制
の
強
化
や
現
場
到

着
時
間
の
短
縮
な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

消
防
団
は
、市
の
事
務
と
し
て
残
り

ま
す
が
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
消
防

団
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置
を
更
新
整
備
す

る
と
と
も
に
、引
き
続
き
団
員
の
入
団

促
進
と
組
織
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

計
画
の
推
進
の
た
め
に

　

新
し
い
公
共
の
推
進
は
、協
働
事
業

提
案
制
度
の
活
用
に
よ
り
、協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

狭
山
元
気
大
学
は
、元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
人
材
育
成
を
行
い
、修
了
生

が
地
域
社
会
で
活
動
で
き
る
よ
う
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

計
画
行
政
の
推
進
は
、現
在
の
第
３

次
狭
山
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
の
達
成
に
向
け
て
諸
施
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、次
期
総
合
振
興
計
画
の

策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
は
、第
４
次
狭

山
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
個
別

行
動
計
画
を
推
進
し
ま
す
。特
に
、行
政

評
価
に
つ
い
て
は
、評
価
と
予
算
の
関

係
が
よ
り
密
接
に
連
動
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
向
け
て
、事
務

事
業
を
単
位
と
し
た
行
政
評
価
を
実
施

し
、行
政
の
効
率
性
や
透
明
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。ま
た
、質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
や
、新
た
な
行
政
課
題

に
も
対
応
で
き
る
組
織
の
確
立
と
と
も

に
、定
員
管
理
の
適
正
化
を
図
り
、機
能

的
な
組
織
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
の
合
言
葉
を「
ひ
と
声 

ひ
と
押
し
」と
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、ひ

と
声
か
け
、背
中
を
押
し
て
あ
げ
る
こ

と
で
、や
る
気
が
起
き
た
り
、踏
み
出
せ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら

で
す
。
協
働
に
欠
か
せ
な
い「
人
づ
く

り
」が
高
ま
り
、市
民
と
職
員
一
人
ひ
と

り
に
、狭
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

「
元
気
な
狭
山
を
み
ん
な
で
つ
く
る
」

を
市
政
運
営
の
基
本
に
据
え
て
、引
き

続
き
市
民
福
祉
の
向
上
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

重点事業と予算

商工業と観光、就労支援などの情報
を発信する産業労働センター

　問合せ財政課へ内線7112

平成25年度市長施政方針 元気な狭山をみんなでつくる


